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１．はじめに 

擬人化エージェントが一般ユーザに普及し始め，擬人化エージ

ェントと一般ユーザとがインタラクションを行う機会が増えて

きている[1]．擬人化エージェントの中でも，人と対面で会話す

るエージェントを対話エージェントという．この対話エージェ

ントと人とのインタラクションにおいても，人同士と同様に，

バーバルコミュニケーション能力とノンバーバルコミュニケー

ション能力が必要とされる[1]．ノンバーバル行動をエージェン

トに実装することで、エージェントと人間間のインタラクショ

ンをより実際の人間間のインタラクションに近づけることがで

きる。しかし、対話エージェント研究で開発されるエージェン

トは、完璧に流暢な発話を行うものが多い。実際の人間同士の

対話では言いよどみや身体操作が含まれる。我々は、この言い

よどみや身体操作を対話エージェントに実装することで、より

人間らしいエージェントとのインタラクションが可能になるの

ではないかと考える。 
この言いよどみは、フィラーと呼ばれ、本研究で着目したフィ

ラーには，バーバルコミュニケーションにあたる「音声フィラ

ー」，ノンバーバルコミュニケーションにあたる「行動フィラ

ー」の２種がある[2]．本研究では，この 2 つのフィラーが人と

エージェントとのインタラクションにどう影響するのか検証す

る．  
 フィラーとは「それ自身命題内容を持たず，かつ他の発話と

狭義の応答関係・接続関係を持たない，発話の一部を埋める音

声現象」である[3]．「えっと」や「あのー」などに代表される

ように，それらはほぼ無意識に発せられ，「それを取り去って

も伝達する文・談話の命題内容に変化を及ぼさないもの」とさ

れている [4]．また会話中に生起する「よどみ」はこのような

音声によるフィラーだけでなく，身振りにも存在すると考えら

れている[5]．本研究では，このように発話の際に出現する動作

的なよどみを「行動フィラー」と呼び，音声として発せられる

フィラーをこれと区別して「音声フィラー」と呼ぶ．フィラー

は人同士の対話に頻繁に用いられるものであり，『日本語話し

言葉コーパス』では平均 17 語に 1 度の割合（総語数の約 6％）

で用いられており，高頻度の現象とされている[6]． 
フィラーに関連する研究では，人同士が対話しているビデオを

「フィラーなし」，「音声フィラーあり」，「音声・行動フィ

ラーあり」の３条件で印象評価を行った結果，「音声フィラー

あり」は，「フィラーなし」よりも，対話の気まずさがやわら

いだと感じること示された[2]．また同じく人同士が対話してい

るビデオを，沈黙あり，沈黙なしの２条件で印象評価を行った

結果，沈黙ありの方は沈黙なしに比べ，より拒絶的な印象を抱

かせた[7]．上記２つの研究から本研究では，「無音区間にフィ

ラーを実装していないエージェントよりも，無音区間にフィラ

ーを実装したエージェントの方がよりエージェントに対する気

まずさが軽減される」．「無音区間にフィラーを実装していな

いエージェントよりも，無音区間にフィラーを実装したエージ

ェントの方がよりエージェントに対する拒絶的印象が軽減され

る．」という仮説をたて，人とエージェントとのインタラクシ

ョン評価を行う． 

 

２．対話エージェント 

エージェントのモデルおよびアニメーション作成に Poser7

を用い，それぞれの行動フィラー及び身体動作と発話中のアニ

メーションを作成した．発話音声は AITalk 声の職人，AITalk 

SDK を用いて作成，音声合成した．エージェントの対話システ

ムの開発環境は Microsoft Visual Studio 2008，開発言語は

C++である．対話システムはエージェントからの発話と，エー

ジェントからユーザへの質問に対するユーザの回答待ち状態が

遷移する．ユーザの回答により対話内容を分岐させ，エージェ

ントの発話動画を再生する． 

「フィラーなし」，「音声フィラーあり」，「音声・行動フ

ィラーあり」の 3 条件で評価実験を行う．「音声フィラーあ

り」，「音声・行動フィラーあり」に実装した 3 種の音声フィ

ラーは「えーっと」，「うーんっと」，「そのー」である．音

声フィラーは『日本語話し言葉コーパス』で「フィラー表現」

とされている音声形態[6]から選択した．「音声・行動フィラー

あり」に実装した 3 種の行動フィラーは，「横を向く」「上を

向く」「口に手を当てる」であり，行動フィラーは音声フィラ

ーと同時に開始されるよう実装した．「フィラーなし」には

「音声フィラーあり」，「音声・行動フィラーあり」に実装し

た音声フィラー及び行動フィラーの部分に無音区間を作成した． 
また行動フィラーとは別に，行動フィラーのみが目立たない

ようにするため，あいさつのときに「お辞儀する」，身体操作

として「髪を触る」「顔を触る」といった動作をすべてのエー

ジェントに実装した．行動フィラーを実装したエージェントの

アニメーションを図 1 に示す． 

 
図１.行動フィラー「上を向く」「口に手を当てる」 

「横を向く」を実装したエージェント 
３．実験内容 

3.1 手順 
エージェントと実験参加者の対話方法は Wizard of Oz 法で行

う．対話はエージェント主導で行われる．エージェントが質問

し，実験参加者は，画面に表示された選択肢から発話によって

回答し，研究担当者がシナリオに沿ってエージェントの対話内

容を適宜操作することで対話を進めていく．対話内容はエージ

ェントからの自己紹介や質問形式の日常的な対話を行う．対話

時間は３分程度である．実験終了後にエージェントの印象評価

に関するアンケートを行う． 
 

3.2 印象評価 
評価アンケートは，エージェントと対話に関する計 19 項目

をリッカート尺度 7 段階で実験参加者に評価してもらった．評

価アンケートのカテゴリの分類と質問項目を表１に示す． 
 また，気まずさの要素として「意識の統合性」「緊張感」

「積極性」を[2]，拒絶的印象の要素として「受容性」「拒絶

性」[7]を評価することで，気まずさと拒絶的印象を分析してい

く． 
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表１ アンケート項目 
分類 質問内容

エージェントに理解してもらえていると感じた

エージェントに信頼されていると感じた

エージェントによく思われていないと感じた

エージェントにあまり相手にされていないように感じた

エージェントと気軽に話すことができた

エージェントとは親しみやすいと感じた

エージェントとの会話は不快であった

エージェントとの会話が退屈だと感じた

エージェントと会話していて疲れた

エージェントとの会話は自然だと感じた

エージェントと自分のお互いの意思が適切な速さで伝わった

エージェントとまた会話したいと感じた

エージェントとの会話を楽しいと感じた

エージェントとの会話に集中できた

意識の統合性 エージェントは考えがまとまっていると感じた

エージェントはゆったりしていると感じた

エージェントが気楽にしているように感じた

エージェントは意欲的であると感じた

エージェントが積極的であると感じた

対話に
たいする
好感度

緊張感

積極性

受容性

拒絶性

親しみ

対話に
たいする
ストレス

対話の
スムーズさ

 
  

４．分析結果 

アンケート結果を 3 水準（フィラーなし，音声フィラーあり，

音声・行動フィラーあり）の一元配置分散分析による分析，比

較を行った結果を図２～図６に示す．分析結果からは以下の点

が読み取れる． 
① 拒絶的印象の要素である「受容性」，「拒絶性」において３

条件間での有意差は見られなかった．(図 2,3) 
② 気まずさの要素である「意識の統合性」において３条件間で

の有意差は見られなかった．(図 4) 
③ 気まずさの要素である「緊張感」「積極性」音声フィラーあ

りのエージェントよりもフィラーなし，音声・行動フィラーあ

りのエージェントのほうが有意に高い結果となった．(図 5，6) 
 

 
図２.「受容性」の分析結果 

 
図３.「拒絶性」の分析結果 

 
図４.「意識の統合性」の分析結果 

 
図５.「緊張感」の分析結果 

 
図６.「積極性」の分析結果 

５．考察 
分析結果①から，拒絶的印象の要素である「受容性」，「拒

絶性」において３条件間での有意差は見られなかった．これは，

エージェントから質問をする疑似対話方式のため，無音区間が

ぎこちない沈黙と捉えられたのではなく，エージェントからの

発話待ちだとみなされたのではないかと考えられる．本実験に

おける人とエージェント間のインタラクションにおいて，無音

区間の存在による拒絶的な印象を受けにくく，フィラーによる

拒絶的印象の軽減は感じにくいのではないかと考えられる．  
分析結果②から，気まずさの要素である「意識の統合性」に

おいて３条件の有意差が見られなかった．これは「意識の統合

性」の質問内容である「エージェントは考えがまとまっている

と感じた」において，３分という短い疑似対話では，エージェ

ントの考えがまとまっているかまでは判断できず，人とエージ

ェント間でのインタラクションにおける無音区間の存在による

印象差が生まれず，フィラーが入ることによって考えのまとま

っている印象は感じにくいのではないかと考えられる．  
分析結果③から，気まずさの要素である「緊張感」「積極

性」に関して，音声フィラーありのエージェントよりもフィラ

ーなし，音声・行動フィラーありのエージェントのほうが有意

に評価が高い結果となった．この結果から，人とエージェント

間のインタラクションにおいて，音声フィラーと行動フィラー

を同時に発生させることで，会話の中での言いよどんでいる状

態を自然に表現できたが，音声フィラーのみではエージェント

の言いよどみが不自然になり，「緊張感」にあたるエージェン

トに対するゆったりした印象や，「積極性」にあたるエージェ

ントの対話に対する積極的な印象を感じにくかったのではない

かと考えられる．またフィラーなしのエージェントと音声・行

動フィラーありのエージェント間で「緊張感」「積極性」に関

して有意差が出なかったのは， エージェントから質問をする疑

似対話方式のため，無音区間がぎこちない沈黙と捉えられたの

ではなく，エージェントからの発話待ちだとみなされたのでは

ないかと考えられ，フィラーの有無による「緊張感」にあたる

エージェントに対するゆったりした印象や，「積極性」にあた

るエージェントの対話に対する積極的な印象についての差を感

じにくかったのではないかと考えられる． 
 
６．おわりに 
 本研究では，フィラーなし，音声フィラーあり，音声・行動

フィラーありの 3 条件のエージェントと実験参加者に対話して

もらい，フィラーの有無による会話の気まずさの印象評価を行

った．分析結果から仮説を支持する結果は得られなかったが，

実験参加者はエージェントとの日常会話における無音区間に気

まずさや拒絶的印象をあまり受けていなかったのではないかと

考えられる．今後はよりシリアスな会話内容についてより長い

対話を行う，より長い無音区間を発生させる，といった実験条

件を変えることにより，人とエージェント間でも，無音区間に

おける気まずさや拒絶的印象を感じ，無音区間におけるフィラ

ーの効果を期待できるのではないかと考えられる．  
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